










研究目的 

 新生児集中治療の進歩により新生児死亡率の減少は目をみはるものがあるが,頭蓋内出

血 intra-cranial hemorrhage(以下 ICHと略す)による死亡や後障害は依然として減少をみ

ない。あるいは逆に増加しているようにも思える。特に 1500g未満の極小未熟児や超未熟

児においては50％近くにICHをみるともいわれるが,これは,CTにかわる頭部エコーの診断

率の向上にも起因していると思われる。そこで,当センターにおける ICH の発症率の変遷,

死亡率を検討してみた。 

 特に,その診断における頭部エコーの有用性について検討し,その経験から実際の臨床使

用上における ICH のエコー上の分類を試みた。 


